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2011年７月24日までに
地上デジタル放送完全移行
デジタル放送に関するお問い合せ先
地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

TEL:0570-07-0101または03-4334-1111
平日：９:00～21:00／土・日・祝祭日９:00～18:00

常陸大宮市の人口（11月１日現在・推定常住者） 総人口45,828人（男22,480人、女23,348人）世帯数16,264世帯

　

私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
21
年
間
、
家
庭
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
、
そ
れ
に
伴
う
器
具
の
販
売

を
柱
に
商
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
業
界
に
入
り
、
常
陸
大
宮
市
も

含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
お
客
様
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
仕

事
以
外
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

時
に
は
、
お
茶
や
手
料
理
を
ご
ち
そ

う
に
な
り
地
域
の
皆
さ
ま
の
暖
か
さ
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
感
謝
し

た
り
感
謝
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
人

と
人
と
の
触
れ
合
い
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
を
今
の
職
場
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
お
客
様
の
目
線
で
物
事
を

考
え
、
地
域
密
着
で
お
客
様
か
ら
選
ば

れ
る
企
業
を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

休
日
に
は
、
常
陸
大
宮
市
の
温
泉
施

設
で
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま

す
。
街
で
見
か
け
た
際
に
は
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ね
！

　市内の山城調査を中心とした茨城大学との地域連携事業が閉幕しました。
　特別展・シンポジウム・ヒストリーツアーと盛りだくさんの内容でした。戦国の城の関連イベントは
人気が高く、各イベントとも予想を上回る入場者数を記録しました。茨城大学の先生や学生の皆さんの
協力により、実証的・客観的な調査に基づいて、しかもわかりやす
く、親しみやすい内容の展示やシンポジウムになったのではないで
しょうか。
　シンポジウムの配布資料には、詳細な現地調査を踏まえて作られ
た「現況調査図」（高部館・河内館・山方城・小瀬館・長倉城・部垂城）
が入っています。下草や害虫の心配の少ない冬場は城歩きのベスト
シーズンです。是非これを片手に身近な「戦国時代」を探してみて
ください。

（城跡が私有地の場合もありますのでご注意ください。） ▲学生による展示作業

▲高部館からの眺望 ▲解説する茨城大学の高橋教授 ▲ヒストリーツアーの下見に集まった
茨城大学スタッフ

常陸大宮市の人口（12月１日現在・推定常住者） 総人口45,817人（男22,469人、女23,348人）世帯数16,287世帯

※「現況調査図」については歴史民俗資料館大宮館にお問い合わせください。☎52－1450

戦国の城関連イベント閉幕


